
能
と
な
り
、
皆
さ
ん
が
よ
り
効
果
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

施
設
の
場
所
を
チ
ェッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
「
電
子
＠
連
絡
帳
」の「
地
域
資
源
マ
ッ
プ
」は
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
病
院
や
薬
局
、
訪
問

系
サ
ー
ビ
ス
、
入
居
施
設
な
ど
の
施
設
の
場
所
を

探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
東
三
河
ほ
い
っ
ぷ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
田
原
市
」と
検
索

し
、
Ｈ
Ｐ
を
見
る
か
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座
の
ご
案
内

　
「
田
原
市
医
師
会
」で
は
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」「
幸
せ
な
老
後
を
過

ご
す
」こ
と
を
考
え
る
た
め
の
出
前
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
友
人
と
の
集
ま
り
や
、
老

人
会
・
婦
人
会
主
催
の
講
座
な
ど
で
、
皆
さ
ん

で
考
え
る
機
会
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
テ
ー
マ（
例
）：「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
幸

せ
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
」、「
人
生
会
議（
Ａ

Ｃ
Ｐ
※
）に
つ
い
て
知
ろ
う
」

※�

Ａ
Ｃ
Ｐ
：
自
ら
が
望
む
人
生
の
最
終
段
階
の

医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、
周

囲
の
人
と
共
有
す
る
取
り
組
み

◆
時
間
：
30
分
～
１
時
間
程
度

◆
対
象
：
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

◆
料
金
：
無
料

◆
申
込
：
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
申
込
用

紙
は
、
高
齢
福
祉
課
に
あ
り
）

▼
田
原
市
医
師
会（
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）

☎
29‐０
３
５
５

29‐３
５
４
５

担
当
：
東と
う
え江
敬
子
・
河
合
さ
と
み

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
23‐３
２
１
７

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る

　
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
な
ど
で
医
療
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
安
心
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、「
電
子
＠
連
絡
帳（
東
三
河
ほ
い
っ
ぷ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）」の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
な
ど
の
在
宅

医
療
に
関
わ
る
専
門
職
同
士
が
、
支
援
対
象
の

方
の
情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
普
及
す
る
と
、
地
域
内

で
よ
り
効
率
的
な
支
援
体
制
を
と
る
こ
と
が
可

▲ほいっぷネッ
　トワークHP

行政
（市役所・高齢者支援センターなど）

介護事業者
（ケアマネジャー・訪問看護師など）

基幹病院 地域の病院・歯科医院・
薬局など

在宅医療・
介護対象者

サービス利用者
に実際に関わる
専門多職種が
必要な情報を共
有・連携

質の高い安全な
医療や介護サー
ビスを提供

ご本人
ご家族の

安心

▲東三河ほいっぷネットワークの仕組み
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